























ウンターで測定した。さらに Mitogen-activatedprotein kinase (MAPK)活性の変化を検討した。細
胞内cyclicAMP量は，エタノール抽出後， RI八で定量した。また，J¥Mの効果が細胞内cyclicAMPの
上昇に関守ーしているか否かを検討するために， cyclic AMPのアナログであるらbromocyclic AMPと
adenylate cyclase activatorである forskolinを用いて[3H =チミジンの取り込みと細胞数の変動を検
討した。
【結果】 AM'ま， PDGF-BB刺激によるDNA合成を台-意に抑制し.細胞数の増加も抑制した。 AMは，
PDGF-BBによるMAPK活性の上昇を抑制した。 cyclicAMPの増加率とDNA合成の抑制率に強い相関

















DNA合成および遊走活性の変化度との関係をしらべた。 AMによるmitogenactivated protein kinase 
(MAPK)活性の変化も検討した。
その結巣， AMは， PDGF-BB刺激によるDNA合成を有意に抑制し，細胞数の増加も抑制した。 Cyclic
AMPの増加率とDNA合成の抑制率に強い相関関係が見られた。更に， AMはPDGF-BsによるMAPK活
性の上昇を抑制した。
以上の結果から， AMは.血管弛緩作用だけではなく，抗動脈硬化作用をも有する可能性がある。 AMの
血管平滑筋細胞増殖抑制効果には， cyclic AMP依存性のMAPK活性抑制作用が関与していると考えられ
fこc
本研究は， AMの作聞に関して，新しい知見を得たものであり，今後この領域の研究に寄与する点が少
なくないと考えられるc よって木研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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